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ヴェルサイユ体制下

ドイツ航空機産業と秘密再軍備（3）

永岑三千輝

はじめに

1．陸軍兵器局と航空機産業一再軍備の基盤の形成一……「横浜市立大学

論叢」第65巻、社会科学系列、1．2．3合併号

2．ヴェルサイユ体制下の戦勝国・中立国の軍需とハインケル社……「横

浜市立大学論叢」第66巻、人文科学系列、第1号

3．世界の勃興期航空産業とユンカ宗…･本号

3．世界の勃興期航空産業とユンカース

ドイツ航空叢書が、ユンカースを「航空のパイオニア」と特徴づけるよ

うに、ユンカースはたんに航空機生産のパイオニアであっただけではなく、

航空交通の創始者でもあった。また、ユンカース！もハインケルと同様、

1 ユンカース企業文書(Junkers-Archivの文瞥群）は、l933年10月17日、ユンカ
ースのデッサウからの強制的退去の後、没収された。そのうち、1922年から27年

までのロシア関係（ラパッロ・秘密再砿備関係）を除いて、1933年12月1日没収
解除、返却となった。Abschrift.30.Novemberl933.Betr.:Aktenbeschlagnahme;

SchreibenvomOberstaatanwaltLammleranJunkers-Werke,HauptbUro.Dessau.

in:DMM,Jupropll77.この没収解除の文蒋群は「ユンカー教授の個人文書」と
して彼が移り住んだミュンヘンに運ばれた。それらは1945年、戦争終結後、ユ
ンカース教授のガウティングの地下室に保存された。ところが、ここで文普類の

ほぼ半分が水害の犠牲となった。その後、部分的にアラッハのユンカース・モー

ター有限会社の倉庫に、その他は私的に保存されていた。1990年10Hにドイツ

博物館の文瞥館に引き渡された。DeutschesMuseumArchiv,Junkers-Archi、．、

Bestandsbeschreibung.S.6.この文書群を使ったユンカースに関する開拓的紹介鏡
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最初から軍需と関係があったわけではなかった。飛行機生産に入っていく

前に､熱力学.工学､ガスエンジンなどに関するたくさんの仕事をしていた2．

彼は織物業経営者の息子として1859年にライト（メンヒェングラトバッ

ハ）に生まれ、ベルリン、カールスルーヘ、アーヘンの工科大学で学び、

機械製造で国家資格をとり、さまざまの機械製造工場で設計士として活動

した後、デッサウでガスカ機械実験所を設立し、モーターの開発などで特

許をとり、1897年にはアーヘン大学の熱工学教授.機械研究所長となった。

しかし、1910年11月海軍の委託を受けて大型オイルエンジンの開発のた

め休職し、1911年には大学を去った3°

彼の開発分野・設立企業は鷲くほど多岐にわたった。エンジンだけでは

なく、湯沸かし器、風呂用ガス炉、カロリーメーターなど熱工学関係機器

の製造に携わり、第一次世界大戦中には戦場風呂車、戦場移動台所、榴弾、

点火装薬カプセル、大量給食用料理深鍋、部隊用料理運搬車、殺菌器具な

ども製造した。飛行機開発はユンカースの活動のひとつの分野でしかな

かった。したがって、第一次世界大戦後の軍用飛行機生産禁止期、ひとま

文としては、日本との関係に亜点があるが、次のものがある。ハンス・ヨアヒム・

クナウプ「第一次世界大戦後のドイツ航空機産業の国際戦略と日本（序論）－ミュ

ンヘン・ドイツ博物館古文瞥館に存在するユンカース社関連資料の紹介一」「慶応

大学日吉紀要ドイツ語学・文学」（48)、39-52,2011年。

2多分野の仕事との関わりの概略は、たとえば彼の伝記プランが示すとおりである。

Planzu.@Junkers:EinKapiteldeutscherForschungs-undWirtschaftsgeschichte.'',

in:DMM.Jupropl216,4S.たとえば、1888年にガスモーター実験所を設立した
が(1893年まで)、その実験過程でモーターにもたらされる熱避の計測が不可欠

となり、ユンカースの重要な発明（熱量計測器）が生まれた。VortragdesDipl.-
Ing.MierzinskygelegentlichdesBesuchesderBerlinerVertreterdergrossen

deutschenPressebeidenJunkers-WerkeninDessauaml5.Mail923,S.2.in:

DMM,Jupropl255.

3DeutschesMuseumArchiv.Junkers-Archiv,Bestandsbeschreibung.S.1.クナウ
プ、前掲、39.44も参照。

4WolfgangWagner,"壇り.ﾉ""Aをr鰯恥"もrでたFLlJf冶力〃-seme"弛嘩巴z鯉で.Bonn

1996,S.140.DeutschesMuseumArchiv.Junkers-Archiv,Bestandsbeschreibung.
S､3f

5ユンカースの飛行機に関する競初の特許取得は1910年2月で、グライダーの翼に

関するものであった。GiinterSchmitt,HI程ひ./i"7AemEM7Lebe""Fm7℃c〃"放．
Planeggl991.S.107.

ワ
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ずジュラルミン製の各種製品、料理用深鍋、ナイフ・フォーク・スプーン、

スケート靴、トランクなどを製造した'。

こうした多岐にわたる開発・製造活動のなかで飛行機製造の基礎となっ

た発明は1910年の特許(Nurfliigelflugzeug)であった50それによる初期

の開発努力が戦時下1915年に最初の全金属製単葉機Jlに結実し、1917年

には最初の完全ジュラルミン製の軽金属機J7が作り出された6・ヴェルサ

イユ条約の禁止を踏まえ、最初の非軍事的な観点での、もっぱら経済的観

点から製造された民間航空用飛行機(F13以降の諸機種）がすでに1919

年末には作り上げられ、順次、自社航空に投入された。1922年7月までの

ヴェルサイユ条約による飛行機製造禁止の間、経営を維持するためには、

手漕ぎボート、モーターボート、水上滑走艇などを製造したｱ。

ユンカース飛行機工場の従業員数は、1915年の100人から1918年には

2000人にまで増加し、1921年には完全な製造禁止により200人にまで減少

していた。しかし､この間､敗戦､平時経済への移行期のどん底からユンカー

スと彼のチームは平時のための起死回生の戦略に乗り出していた8．彼と

彼の会社には飛行機時代の到来への深い確信があったといえよう。

第一次世界大戦中の飛行機製造は次の統計のようであった9．

６
７
８
９

Junkers-Archiv・Bestandsbeschreibung..S.4f.
Ibid.,S.5.

Wagner(1996),S.140.

VortragvonHauptmannStudentaml2.Oktoberl920･DieEntwicklungder

FlugtechnikimAuslandseitKriegssschluss.S､1.in:Bundesarchiv(以下BA)RH
8/I,3594.Bl.77.ドイツは、ヴェルサイユ条約(1919年6月28日調印）に基づく施行

(1920年1月10日）により、航空機･飛行船･戦車ならびに戦闘車両･重火器･潜水艦・

化学兵器などの保有が禁止れたが、航空機に関して言えば、1万5千機のドイツ軍航

空機、2万6千点の航空機エンジンが破壊され、lm万平方メートルに及ぶ航空機整

備工場が解体された。クナウプ、前掲論文、3940ページ。それが依拠する研究は、

KarlHeinzV61ker,DieEntwicklungdermilitarischenLuftlahrtinDeutschland

1920-1933.PlanungundMassnahmenzurSchaffungeinerFliegertruppeinder

Reichswehr.In:Hrsg.vomMilitargeschichtlichenForschungsamt:此ﾉ"鵡石

z"rAMrar-""dK〕たgSgeschた力re･Stかガre"ﾉで功e先s』畑蔵ﾉ宮ごSc〃とbr北力e〃

Fbﾉ呑暉力z"7gsamfes.DritterBand,Stuttgartl962,S.128.
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第一次大戦中の飛行機製造

したがって、飛行機活用一軍用から民需・交通運輸用飛行機への転換一

の飛躍的拡大の可能性は、戦争終結による軍用飛行機不用化ないし機数大

幅削減の必然的結果であり、ヨーロッパ諸国共通の課題でもあった'0．

ユンカースは講和交渉の始まる前、はやくも1919年はじめには、軍用機

として開発したJ10を民間輸送手段に改造することに着手していた。1月

9日には4座席の旅行・輸送用飛行機の設計図が出来上がっていた!'。その

開発の結果できた新機種がJ13であった。単発の運輸用飛行機にはF，ス

ポーツ用飛行機にはS、大型飛行機にはGを機種の区別の印としていた。

それで､J13は世界中でF13と呼ばれるようになった。それはこの機種が、

完成2ヵ月後の1919年9月13日に乗員8人で6750メートルの高度世界記録

を達成したからであった12。

０
１
２

１
１
１

Ibid.,S.2,in:BARH8/I,3594,Bl.78.

Wagner(1996),S.140.

Wagner(19%),S.141.1923年12月のエーベルト大統領視察のときに作成された
資料では、ユンカース飛行機工場には、1922年11月、職員Angestelltel62人、労働
者Arbeiter5側人となっている。ZahlderArbeitnehmerindenJunkers-Werken.
den6.12.1922,in:DMM,Jupropl254.また、この統計表によれば、ユンカース飛

行機工場は､戦時中、職員216人､労働者1834人である。Junkers&Co.は、戦前（平
時に)、職員110人、労働者320人、戦時に職員170人、労働者670人、1922年11月に、

4

フランス69,120陸上・水上飛行機

イギリス53,887陸上飛行機

754水上飛行機

2,448飛行艇

イタリア11,841陸上・水上飛行機

アメリカ16,858陸上・水上飛行機

500飛行艇

計155,408機

ドイツ48,386機
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たくさんの国が直ちにこの新機種を購入しようと乗り出してきた。最初

にこの機種をかなりの数発注したのはポーランド政府であり、1936年時点

でもそのうち10機が飛んでいた13｡1919年の末には、「典型的なアメリカ

のビジネスマン」JohnM.Larsenがデッサウにやってきた。F13が長距

離・世界記録飛行機として全世界に知られるようになったのは彼のおかげ

でもあった。彼はF13に試乗してベルリンまで飛び、この飛行機に熱狂し

た。彼はF13をアメリカでライセンス生産したいと提案した。しかし、ユ

ンカースはこれに応じなかった。そこで彼は輸入を申し出た。彼は、100

機は軽く売れると請合った。ユンカースはアメリカのビジネスマンがF13

で航空会社を起こすことにも共感はしなかった。しかし、戦後の厳しい時

期でインフレも始まっており、混乱状態のドイツではF13の試験飛行を

続けることが考えられなかったこともあって、アメリカでの長距離飛行実

験は魅力でもあった。結局、ユンカースはアメリカで実験飛行をすること、

そしてその後の納品に関する予備契約を結んだ。この契約は、1919年ll

月27日であった!､lo

Larsenは広くアメリカの国民と産業に金属製飛行機の価値を示そうと意

欲的な企画を次々 に実施した。1919年12月29日にはMercedesDIIIaのエ

ンジン'5を搭蔽した最初のF13が、20年1月10日にはBMWIIIaのエンジ

職員150人、労働者437人となっている。また、研究所Forschungsanstaltには、戦
時で職員31人、労働者90人、1922年ll月時点で職員107人、労働者271人となって

いる。この研究所の中で、モーター製造が職員60人、労働者261人、研究が職員47
人、労働者lO人となっている。

Wagner(1996).S､142.

Wagner(1996),S.144.

エンジンないしモーターの性能は飛行機性能と密接不可分であり、相互に関連し

ながら急速な発展を示し、それがまたダイムラー、メルツェデス、BMW、ジーメ

ンスなどの自動車エンジンの発達一これまた第一次世界大戦に急激に発達した－

とも関連していたことはいうまでもない。KyrillvonGersfbrr/KurtGrasmann
/HelmutSchubert・振加gin70fひﾉで"【"7dS"洩力"河もbwer狩巴E)7rlftA力"?g廼緩Scんセル花
火了咋"応c〃e〃Lu〃冷力F〃"〃た6eI'ひ〃A"鐙"gで〃6ﾉ汐z〃火〃加reF"""b"aだ〃

ame店餉ame"fUWtA九"79忽"､3.ErginzteunderweiterteAuflage.Bonnl995.しか
も、それは戦時下における軍の要望との関連で発達し、最初は偵察用に開発され、

ついで飛行機の武装へと進み、戦闘機開発が展開する。プロペラの回転と機関銃の

発射とをシンクロナイズさせ、プロペラの隙間から射撃を行う技術の開発などが進

３
４
５

１
１
１

5
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ンを搭載したF13が納品され、同年9月までに総数26機が提供された。こ

れらをもって20年4月から21年ll月にかけて、ほぼ毎月、一ないし二度、

大々的な種々のデモンストレーション飛行一乗客はしばしばジャーナリス

トだった一を行い、つぎつぎと記録を達成した。煩をいとわずたどってみ

ると、ロサンジェルスからメキシコ・シティまでの2737kmの長距離飛行、

アトランテイック・シティとフィラデルフィア間193km往復の高速飛行(乗

客8人で1時間28分)、アトランティック・シティ、ニューヨーク、フィ

ラデルフィア間193kmの往復高速飛行（乗客6人で59分34秒)、アトラン

ティック・シティとロングアイランド間の高空飛行（実用荷重490kg、高

度6280mで2時間2分)、アメリカ長距離のノンストップレコード（オマハ・

フィラデルフィア間1932km、乗客3人と荷物、実用荷重322kgで、12時

間10分)、ロサンジェルス・ニューヨーク間長距離飛行（乗客5人、途中

何回かの着陸があったが純飛行時間29時間30分)、ロサンジェルス・サン

デイエゴ間高速飛行(193kml時間10分、平均時速163km、乗客7名、同

日中に帰還)、ニューヨーク・ロサンジェルス間約5150kmの長距離飛行

(35時間、平均時速147km)、高空飛行（高度4420m、乗客10名でカンザ

ス・シティを越えて)、ニューヨーク・ピースリバー・アルベルタ（カナダ）

間の長距離飛行（2機のフロート付きF13で)､長距離ノンストップ飛行(4

人の旅行者と荷物で、1449km)、ニューヨーク・ピースリバー（カナダ）

間の長距離ノンストップ飛行、1921年9月28日から29日にはミネソタで

世界長距離レコード達成（約4270kmを26時間5分32秒)、シカゴ・ニュー

6

んだ。ドイツの戦闘機開発史は、RUdigerKosin.abE)7m,"A九"噂咋r先"おc〃e〃

."gmEzど堰e,Koblenzl990秘密再軍備との直接的な関連ではこの空軍禁止下の
戦闘機開発-1923年ルール危機のときの試み、FokkerDXIIIの調達、1926年から

1929年までの開発、双葉機への復帰、ロールバツハ単葉機Rohxなど、そして1929

年から32年までの開発一をみなければならない(Ibid.,S.55-86)が、別の機会を待
ちたい。ロールバッハの開発史は設計者でテストパイロット、クルト・タンクの

歴史と切り離せない。WolfgangWagner,""T7汐"k-kb"s"TJAe"r""d7W""r

be/Fbcke-卯粒";2.DurchgeseheneAunage,Bonnl991.また、ユンカース自身も
エンジン生産に乗り出し、会社を設立し、次々と新たなエンジンー独自のディーゼ

ル・エンジンなど－を開発していたが(Ibid.,S.71-94)、ここではそれにも立ち入る

ことはできない。
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ヨーク間ノンストップ飛行（乗客5人で8時間50分）といった実演飛行で

あった。その路線は地図で示すと下記の通りであった'6。叉
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16これらのセンセーショナルな記録飛行は、コンテスI､委員会、飛行クラブ、報道

各社の監視のもとに行われた。Wagner(1996).S.144.実際の地図上での飛行ルート、
ibid..S.146.
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ユンカースがさらにアメリカに向けてF13を送り出そうと準備してい

たとき、1920年1月10日、ヴェルサイユ条約が発効した。そこには、軍用

飛行機だけではなく民間航空機の製造禁止も含まれていた。ユンカースも

Larsenも、またドイツ政府も、そのような禁止は想定外であった。ドイツ

政府は、連合国委員会によって1919年に承認されたF13の製造を継続し、

1920年になお73機を完成させようとしたとき、最初はユンカースに対し

て何の異議も伝えなかった。しかし、1921年5月5日のロンドン最後通告

を受けて、ドイツ政府は直後の5月11日に完全製造禁止令を出した。この

禁止令は1年間、ユンカースにも適用された。アメリカ向けに完成した飛

行機の第二便は1920年10月27日にハンブルク港に留め置かれ、梱包は破

られ、部品が盗まれ、没収が行われた17o

民間飛行機としてのF13でさえ禁止ということになって、ユンカースは

1920年5月にJunkers-Larsen飛行機会社を設立した。ユンカースとLarsen

はこの会社で同権のパートナーとなった。この会社を通じて、1920年6月

にアメリカの郵便当局に8機が一機9万ドルで、さらに海軍に2機売られ

た。20年7月24日のユンカース宛Larsenの電報によれば、彼はさらに50

機ないし100機を発注し、毎月10機から15機の販売を保障した。ただ、そ

の後、郵便飛行機の度重なる事故などによって、このアメリカ合衆国での

計画と見通しは頓挫した18。

しかし、アメリカ合衆国で達成した各種記録による名声は世界中に広が

り、販売市場を開拓できた。南アメリカは高い山々と広大さのため、飛行

機市場は有望であった。1919年12月、コロンビアのBaranquillaで航空会

社Scadtaが設立され、1920年1月、2機のユンカースF13が投入された。

1920年11月には高度5200mのKordilleren横断に成功した。これに続いて

南アメリカでは、アルゼンチン、ボリヴィア、ブラジル、チリ、ウルグアイ、

エクアドルと相次いで航空会社が設立され、ユンカースの飛行機が導入さ

Wagner(1996),S・145f

Wagner(1996),S.146.

７
８
１
１
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れた'9．

ユンカースは外国での成功を踏まえ、国内でも計画を進めた。1920年

11月、ロイドー東方航空(Lloyd.Ostflug)会社が設立され、ユンカースは

6機を提供して資本参加した。この航空会社とはまもなく分かれることに

なったが、1921年末には彼の工場の内部に航空部を設置し、1924年8月、

ユンカース航空株式会社を設立した。この会社はオーストリア、スイス、

ハンガリー、ラトヴィアなどヨーロッパ諸国の航空会社との新しい関係を

強化することを目的としていた20｡1922年にはF13がはじめてアルプス越

えの飛行を行った。この飛行機はイタリアで国際コンテストに参加し、二

つの種目で第一等と第二等を獲得した。イタリア人は試験的にこの飛行機

でイタリアーギリシャ間の航空を開設したzlo

1922年5月、飛行機製造金禁止が解除された。ユンカースはこの禁止解

除を受けてF13の生産を再開した。このシリーズで総数320機ないし360

機が生産された｡1923年にはユンカースは日本に最初のF13を納入した。

そのすぐ後、このタイプの何機かが、ユンカースの参与で設立されたペル

シア航空会社に納入された。テヘランからいくつかの路線が開設され、F

13が使われた｡1924年にはF13がはじめてコーカサスでTiflis-Baku間を

飛んだ。1925年にはテヘラン（イラン）‐バスラ（イラク）‐カラチ（パキ

スタン）の路線が開設された｡1926年にはF13がシャム経由で中国に運

ばれ、上海-北京路線が開設された。その延長線上にドイツー中国航空会社

｢ユーラシア」が設立され、その路線網にはF13が、後にはW33、JU52/3

が投入された。これに続き、オーストラリア、アフリカでも航空会社が設

立され、最初はF13が使われた。こうして、ユンカース航空との密接な協

力の下に世界とも結びつく広範なヨーロッパ航空網が建設された22°

F13の成功-1919年9月の高度記録一が知られると、会社や個人だけで

19

20

21

22

Wagner(1996),S.148.

Wagner(1996).S.149f

Wagner(1996).S.150.

Wagner(1996).S.150f
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なく戦勝国の政府が、特許、飛行機、ライセンスの購入のため、あるいは

技術協力の提案でユンカースにコンタクトを求めてきた。オランダの会社

はすでに1918年12月に戦争中に生産されたライセンスの取得を求めて打

診してきた。特に水上飛行機Jllはオランダの植民地にとって大きな価値

があると思われた。チェコスロバキア政府の代表は1920年春、軍事用飛行

機のライセンス提供の条件を確認するためユンカースを訪問した。チェコ

の有名な航空会社の重役が交渉を継続したが､成果はなかった。同じころ、

フィンランドの会社がJ11のライセンスを求めて交渉に乗り出した。アメ

リカからも、アメリカの複数の会社がユンカースの飛行機と協働作業に関

心があることを伝えてきた。ユンカースはアメリカ政府からも会談に招待

されたが、断って、Larsenと契約した。1920年夏、アメリカの別の会社

GalloudelAircraftCorpもライセンス契約について交渉に乗り出した。ユ

ンカースは、ライト社Wright-AeronauticalCorporationのために双発民間

機を設計した。1922年2月､有名なアメリカの飛行機レーサー､ウイリアム・

ミッチェル将軍がアメリカ政府の委託を受けてデッサウのユンカースエ場

を訪れ、アメリカ当局がユンカースの仕事に関心を持っていることを示し

た。ユンカースは彼に大型飛行機の設計図のプランーアメリカ人と実現し

たいと考えるプランーを手渡した。ミッチェルはフランス、イギリス、イ

タリアも訪問し、帰国してドイツ人がもっとも航空に関心をしめし、航空

業の発達に関して見識を示していると報告した認。

ユンカースに協働を求めたのは以上の諸国だけではなかった。以下の戦

勝国もそうであった。イギリス、ベルギー、イタリア、日本、さらにはフ

ランスさえも。たとえば1921年末、イギリス航空省は極秘に航空機エンジ

ンの製造での協力をユンカースに打診してきた21。さらにイギリス当局は

ユンカースにイギリスの有名な会社Beardmore&Co.との連絡もつけた。

この会社はユンカースの飛行機のライセンスを取得し大型飛行機を製造し

23

24

10

Wagner(1996),S.185.
日本については、クナウプ、前掲論文参照。
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たいと考えていたのである。この交渉は挫折し、ロールバッハと工場を設

立することになった。オイペン・マルメディの銀行監査役会議長をしてい

る弁護士を通じて､1920年9月以降､ベルギーとも折衝があった。ベルギー

に飛行機工場を作らないか、と。いつか禁止と制限に余儀なくされて外国

で生産しなければならないことを想定しての交渉であった。そのほかに別

のベルギーの会社からもライセンス契約について接触があった。イタリア

でも1921年夏、有名な飛行機会社との間に交渉が行われた。ユンカースは

1919年以来、日本企業、そして日本の官庁一軍関係ということだろうが－

とも、交渉していた。この交渉は後に成功することになった。フランスさ

え、国側は別として、民間企業Grand-ExpressA6rienneは、1922年2月、

ユンカースとの協力関係に強い関心を示した25o

ユンカースは製造禁止による人員削減もあって多くの交渉を進めること

ができなかった。その代わり彼は東方へ探りを入れた。ソ連はその広大さ

からして航空運輸にチャンスがあると思えたし、感情的にも東方に惹かれ

るものがあった。彼は若いエンジニアとしてベテルスブルクのロシア企業

ノーベル社に職を得ようとしたことがあった。彼は子供たちにロシア語を

学ばせようとしたし、彼らが後に共産党関係組織のメンバーになり、ある

いはそれらに共感を持っても、容認した。それは彼がボルシェヴィキの目

標を認めたことを意味しなかった。むしろインフラストラクチャーの未発

達な巨大なロシアとの経済的協力を実現できるのではないかと考えた26o

ペテルスブルクのノーベル社とは1914年に彼の重油エンジンで良好な関

係を築いていたし、この会社の所有者エマニュエル・ノーベルとは個人的

に友人関係にあった。彼は戦後、ノートに「交通手段としての飛行機の重

要性の認識が日増しに強まっている。…航空はロシアの復興に際して大き

な役割を演じる」のは間違いないなどと書き留めていた27o

25

26

27

Wagner(1996).S.185f

Wagner(1996),S､186.

Junkers-Notizbuch,B.Nr､78.S.4607vom25.2.1921.Wagner(1996).S.186より引
用。
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ユンカースがロシアの飛行機製造・空路網創設に関わるのは第一次大戦

後、西側戦勝国との対立が深まる中で進展した独ソ接近の中である。それ

は国防軍の再軍備に向けた秘密の計画と関係していた。

1920年7月のベルギーのスパでの会議－これに国防軍統帥部長Chefder

Heeresleitungのゼークトv.Seeckt将軍が出席していた－で、ドイツの陸

軍10万人が決められ、海軍は1万5㈹0人以内に制限された銘。国防軍は装

甲車も飛行機、Uボート、重火器schwereArtillerieも持つことを禁止され

た。この挫折感とそれに続いたオーバーシュレージエンのポーランドへの

割譲、オイペン・マルメディのベルギーへの割譲一両方とも条約で合意さ

れた住民投票での「否」に反して－、そして後のデュッセルドルフ、デュー

スプルク、ミュールハイム、オーバーハウゼンなどドイツ諸都市の占領が

契機となって、1920年12月に政府と国防軍のなかで態度の変化が起きた釣。

国防軍とv.Seecktはそもそも徹底的に反ソの態度であった。しかし、

連合国の不断の嫌がらせがその転換の原因となった鋤。ゼークトと将校団

の一部のほか、後の首相ヴィルト、外務大臣ラーテナウー彼が後にソ連と

ラパッロ条約を結ぶことになる一、それに外務省の東方専門家マルツァン

v.Maltzanがソ連との協力に乗り出した。ドイツ側は東方の大国の隣人と

の関係の正常化の希望があり、ソヴィエト・ロシアの側は、フランスの反

感とイギリスの非妥協的な態度によって、かつての敵国の中では唯一協力

の可能性がある通商相手としてドイツに接近した。1921年5月6日、ドイ

ツ政府とソ連は独ソ通商協定を結んだ。1921年9月末、経済的協力のほか

28最終的に10万人に制限される前、ドイツ側（統帥部、耶備局）では1920年3月

ごろは、20万人を前提に、「全戦闘機装備の調達、保管、管理および修理」の体制

を検討していた。SchreibenderHeeresleitung,Ausriistungsamt,am19.3.1920an
dieFlugzeugmeisterei;in;BARH8/1,3594.「連合国の般終決定に待つことになる
が、当面、陸軍20万人の枠内で戦闘機も維持することとし・・・」と。Schreiben

desReichswehrministeriums,ChefderHeeresleitungvom20.Mirzl920.BetriHt:

VerminderungdesHeeresauf200,000Mann,in:ibid.

29Wagner(1996),S.187.
30ヴェルサイユ体制の打破、ないし反対・反発の見地から、独ソ提携を求める勢力

は広範囲にあり、右翼国粋派の中にも存在した。富永幸生『独ソ関係の史的分析

1917-1925」岩波番店、1979年、第6章ドイツの対ソ政簸とイデオロギー、参照。
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に軍事的協力も含む秘密交渉、接触が始まった31．

赤軍は金属製飛行機に関心を示し、飛行機製造における遅れを一挙に乗

り越えようとした。ちょうど完全な飛行機製造禁止の時期で、ユンカース

が経営危機の打開策を切望している時期と重なった。ユンカースは製造禁

止の前に金属飛行機を製造していた唯一の会社であった32．こうした文脈

の中で1921年夏、国防軍がユンカースにはじめて接触してきた漣。国防軍

がソ連における航空産業の建設に関心を持ち、ソ連のための生産だけでな

く国防軍の軍用飛行機も生産できるようにしたいということだった。交渉

過程で、ユンカースは軍事的課題を予定している工場は経済的な観点の下

では経営できない、しかも革命と内戦の混乱から回復していない国にあっ

てなおさらであると軍側に注意を促した。そのような課題のためにはユン

カースと彼の工場にはしかるべき手段がないと。軍側はユンカースに財政

的援助を約束し、ソ連の中に支社を作る政治的な危険は引き受けると保証

した。ユンカースはさらに、ソ連ではすでに戦前に生産コストが非常に高

く、革命後の社会主義経済ではなおさらで、ロシアで生産した製品は論外

の高価格で販売しなければならず、西側では売ることができないだろう、

と郷。こうした交渉の最初から軍は極秘だということで議事録を作らない

ことを求めた。「誠実さと信頼」がこうした交渉では必要だと。その後の

個別問題でも秘密保持の観点を理由にユンカースの側の法律家や弁護士の

参加は認められなかった鰯。しかし、以上のような事情すべてが後にユン

カースに惨楯たる結果をもたらすことになった。

31HandschriftlicheNotizendesChefdesHeeresarchives.GeneralderArtillerie

Dr.h.c.vonRabenau,fUrdiePersonalkarteiausseinemBuch:Seeckt.ausseinem

Lebenl9181936,Leipzigl940,DeutschesMuseum.SonderarchivLuftfahrt(16.D

Reichswehr),zit.n.Wagner(1996),S.187.

32Wagner(1996),S.189.
33交渉経過、工場認可にかかわる詳細な契約邪項に立ち入ることは出来ないが、一

連の文書は次のファイルにある。Konzessionsvertrag.vom28.Julil922.in:BA
RH8/I,3619.

34Wagner(1996).S・189f

35Wagner(1996),S.190.
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1924年ごろから26年にかけて、国防軍側からの資金提供など、約束さ

れた保障が十分ではなく、工場の職員・労働者への賃金支払いにも苦労す

る「慢性的資金不足」に陥った妬。しかし、モスクワ近郊の工場経営の危

機の状況では、国家（国防軍）から与えられた資金をユンカースがデッサ

ウ本社の経営のために「使ってしまったからだ」37などというユンカース

非難の噂も出されるような有様であった｡経営危機に陥ったユンカースは、

子会社をロシア（ソ連）に建設するに際して国（国防省）が保障を与えた

こと、国の保障が少な過ぎること、これは約束違反だと繰り返し訴えた。

ユンカースは損害賠償を求めて、国防軍（陸軍兵器局）と交渉したが埒が

明かず、結局、問題を法廷に持ち出すことになった。最初、国側（陸軍兵

器局側）は、最高裁判所長官ジモンを仲介役に立てて中立的な判断を期待

したが、結局、双方の納得のいくようには進展しなかった。秘密厳守の立

場から当初は法的な調停に入ることを拒否していた陸軍兵器局側が、裁判

所による調停に応じる態度となった銘。ソ連で期待したほど飛行機の発注

がなかったことが順調な工場経営を妨げたようであるが、いずれにしろ、

ソ連での飛行機製造プロジェクトは､ユンカースにとって重い負担となり、

重荷となった。最終的にはソ連に設立したユンカースの工場は破産した39。

36ユンカースのモスクワエ場長シューベルト博士の表現。VertraulicheAnlage
vomDr.F.W.SchubertzumSchreibenandemOberbauratHeck.S.1,in:BA,RH

8/3684,Bl.9.

371bid.,S.7.in:ibid.,Bl.15.モスクワエ場長シューベルトは、1913年以降参謀本部将

校だった人物で、1918年にロシア駐在武官を勤め、21年の退役後、ドイツアメリカ

銀行で働き、22年7月からユンカースの社員となり、23年春、部長Direktorに昇格

し、24年2月にモスクワ支社長になった人物である。SchreibenSchubertsanHeck

voml9.11.25,in:ibid.,Bl.8.

38SchreibenvonJunkersandasReichswehrministerium・Heereswafenamtundan

demPrisidentendesReichsgerichts,Dr.Siomon,voml5.Februarl926,in:ibid.,

Bl.l-2;ZweiterSchriftsatzvonSeitendesProfessorDr・Pml.H.C・Ing.E.H.Hugo

JunkersinderStreitsachegegendasDeutscheReich,Reichswehrministerium.

wegenSchadenersatzes,in:ibid.,Bl.3-7.
39モスクワエ場長シユーベルトはユンカース対して解任を申し出た。彼は自分の

ロシアでの活動期間中、どれほど負担が大変だったかをA4で8ページわたり、こ

と細かくたくぎんの数値・費用の額を挙げて述べ、活動期間中の報酬を求めた。

VertraulicheAnlagevomDr.F.W.SchubertzumSchreibenandemOberbaurat
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ヴェルサイユ体制下ドイツ航空機産業と秘密再軍備（3）

1927年のことである。その意味で、ドイツ再軍備にとって少なくともユン

カースのソ連工場は、ユンカースとの関係から見て足を引っ張ることにな

り、直接的には効果がなかったといえるだろう40。

これに対して、ドイツ国内ではユンカースの飛行機製造への支援は大統

領、国会議員団による積極的なものとなった。それにはユンカースの側の

活発な広報活動も大きな意味をもった。1922年12月6日には、大統領エー

ベルトがデッサウのユンカースエ場を視察した。ユンカースと会社にとっ

て自らの存在価値を示し、自社の仕事を社会に広報するためにこれは非常

に大きな意味を持つものであったｲ'･

1921年7月の飛行機製造の「完全禁止」から、1922年6月のその解除を

経て､厳しい制限条件のもとであるが飛行機製造が可能になった。しかし、

ルール危機で暗雲が立ち込めた。1923年4月21日、国会議員団（運輸委員

会）がデッサウのユンカースの諸工場を視察したときの、彼の挨拶をみて

Heck・in:BA,RH8/3684.Bl.9-17.その文書は国・国防取側の支援の不十分さを立

証するものとして、国防軍（陸軍兵器局）と股高裁判所長官あてに提出された。

401926年12月16日、国会において、シヤイデマンが政府弾劾演説を行った。こ

の公然たる演説は、社会民主党が入手した秘密資料に基づき、国防虹と右翼武装

団体との癒若、ソヴィエト赤軍との提携による秘密再軍備の推進等を暴露するも

のであった。引き続いて社会民主党から提案された内閣不信任案は可決された。

室潔「ドイツ軍部の政治史1914～1933」早稲田大学出版部、191989年、148-
149ページ。この暴露減説は、右翼、秘密再節備促進勢力からすれば、「破壊活

動」にほかならず、「国家反逆罪」にも匹敵するものだった。RudigerBergien.
"b6e"た施妨e""bMz"もん光り"sens""d｡."酌功a/imac伽"g'."7陸""chわ"d
／〃&ﾉ貝ﾇｦ;Miinchen2012,S.145fこの秘密資料の漏洩と国防軍とユンカースとの紛

争が関係していた可能性は十分あったが、その暴露がドイツ秘密再軍備のためには、

阻害要因であったことは間違いないであろう。

41BesuchdesReichsprasidenten.in:DMM,Jupropl254.このファイルには、大統
領の訪問を報道する多数の新聞記事切り抜き、その抜粋、視察時の写真などが収録

されている。ユンカースは、「ユンカースエ場の成り立ちと諸目標」というテーマ

で識演した。彼はここでも、「世界市場でのドイツの強みは、質の高い労働に基づ

く」との一貫した見地を述べた。また、パイオニアの仕事にすべての収益をつぎ

込み、株主利害に左右されないために、大きな株式会社の形態をとることはしてい

ないことも説明した。Auszugder..AnhaltischenRundschreiben''Nr.326vom8.
Dezemberl922,S.1f,in:ibid.

15



横浜市立大学諭叢社会科学系列2015：Vol,66No.2

おこう‘12．

当時、ドイツの航空運輸、ドイツ航空産業が犠牲にされるとのうわさが

流れていたようで、それに対して国会議員に「われわれを守ってほしい｣、

ドイツの祖国の大きな利益を検証し、一緒になって擁護しようと訴えた13o

ユンカースは、交通運輸手段としての鉄道、自動車、船舶と比較して飛行

機の利点･優位性を解き明かしてみせた。鉄道は、長大な線路網が必要で

あり、線路、遮断機などが必要になってくる。道路と交差するところでは

費用のかかる橋を作らなければならず、山々を通るところではトンネルを

作らなければならない、それやこれやで「鉄道は交通をはなはだしく阻

害する｣、鉄道は非常にさまざまな種類の手段のための出費が必要であり、

鉄道交通の阻害を懲役で罰する法律が示すように、秩序正し<運行するた

めに巨額の経費がかかる、などと主張した4ｲ。自動車交通も、交差点がな

く、犬やアヒル、牛が道路を横切ることもなければいいが、道路交通はあ

りとあらゆる阻害要因と結びついている。海上交通は、鉄道や自動車の場

合のような阻害要因はまったくないが、「陸地が始まるところで」止まっ

てしまう。だが､航空はどうか。ここでは｢すべてが通路である。何の柵も、

何の交差点もない。何もわれわれを妨げない。水平的にも垂直的にも、す

べてを通路とみなしうる。山々や河川などすべてわれわれを妨げない」と。

航空には、少なくとも、鉄道や自動車など他のすべての交通手段と同じだ

けの重要性があるだろうし､そう考えなければならないとi5｡さらに続けて、

しかし、実際にこの間、航空運輸がすでに非常に増大したことは、特に交

通運輸が戦争によってどれほどの妨害を受けたかを考えると麓くべきこと

である。たくさんの飛行機が作られたが、まったく別の目的のためだった。

戦後、戦時中に大量に生産された飛行機をくず鉄にしようなどとは考えら

42 VortragvonProfessorJunkersUberdieBedeutungderdeutschen

LuftschifffahrtunddieZweckeundAufgabenderForschungs-Anstaltundderihr

angegliedertenWerke.

Ibid.,S.l.

Ibid..S.2f

Ibid.,S.3f
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